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年
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新
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東
小
学
校
の
完
成
予
想
図

四
日
町
新

田
三
百
七

十
五
番
地

に
建
設
を
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’欝
長
野
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》

＼
予
定
し
て
お
り
、
既
に
建
設
用
地
の

整
備
工
事
を
終
り
、
建
設
工
事
は
去

る
七
月
一
日
着
工
。
工
事
完
了
は
昭

和
四
十
九
年
二
月
二
十
八
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
校
舎
は
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
り

誉
階
建
四
千
二
十
五
・
三
五
平
方
層

で
普
通
教
室
十
七
、
校
長
室
、
職
員

室
、
保
健
室
、
特
殊
学
級
室
、
教
材

室
、
図
工
室
、
理
科
室
、
家
庭
科
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
視
聴
覚
室
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
室
等
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
け
ら
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
館
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
積
九
百
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
・
三
九

新一

平
方
癖
の
鉄

骨
造
り
で
、

総
面
積
は
五

千
七
十
四
平

方
材
と
な
り

ま
す
。

【
東
小
建
設

　
地
略
図
】

　
死
体
一
個
に
つ
き
五
百
円
）

　
さ
ら
に
市
一
般
会
計
補
正
予
算
は

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
百
七
万
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

は
二
十
一
億
六
千
九
百
九
十
二
万
五

千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
も

な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
老
人
憩
い
の
家
建
設
費
追
加
額
九

百
六
十
八
万
七
千
円
、
保
育
所
プ
1

ル
（
川
治
）
新
設
費
三
十
万
円
、
広

域
と
畜
場
整
備
工
事
負
担
金
三
百
四

十
六
万
三
千
円
、
市
道
舗
装
工
事
補

助
金
追
加
百
六
十
万
円
、
市
営
住
宅

建
設
工
事
費
九
百
九
十
八
万
二
千

円
、
十
日
町
小
校
舎
屋
上
修
繕
費
追

加
四
百
八
十
三
万
円
、
東
下
組
小
プ

ー
ル
新
設
費
追
加
四
十
三
万
二
千

円
、
十
日
町
中
用
地
買
収
費
（
百
七

十
七
平
方
層
）
百
十
万
円
．

　
建
設
費
は
二
億

　
　
二
千
万
円

　
校
舎
の
建
設
工
事
総
額
は
二
億
二

千
九
百
万
円
で
、
内
訳
は
本
体
工
事

一
億
八
千
万
円
（
㈱
丸
山
工
務
所
）

設
備
工
事
三
千
百
五
十
万
円
（
十
日

町
水
道
工
業
㈱
）
電
気
工
事
千
七
百

五
十
万
円
（
大
島
電
気
商
会
㈱
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
東
小
学
校
は
市
内
で
は
じ

め
て
の
ス
チ
ー
ム
暖
房
づ
ぎ
の
近
代

的
な
建
物
で
す
。
総
敷
地
面
積
一
万

八
千
四
百
七
十
二
平
方
㌶
で
校
地
に

は
直
線
距
離
百
㌶
、
ト
ラ
ッ
ク
一
周

二
百
㌶
の
グ
ラ
ウ
ソ
ド
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
東
小
学
校
は
既
に
去
る
四
月
一
日

名
目
統
合
し
ま
し
た
が
、
こ
の
校
舎

の
完
成
を
ま
っ
て
実
質
統
合
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
統
合
後
の
学
級
数
は
十
四
学
級
と

市民プールきょう開場

いよいよ水のシーズンをむかえましたが、市民

ブールをきょうから開場します。入場券はプー

ル入口で販売しています。ご利用ください。

期日　8月3旧まで午前9時～午後9時（日

曜は午後7時まで）入場料大人30円　高校

生20円子供ゆ円（中学生以下）

な
り
、
極
め
て
適
正
規
模
校
と
な
り

五
百
十
一
名
の
児
童
た
ち
は
教
育
環

境
に
恵
ま
れ
た
広
々
と
し
た
校
地
で

お
も
う
存
分
勉
学
で
き
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
係
を
設
置

卜
轍
飴
五
千
百
万
円
を
補
正

ー
市
議
会
第
二
回
定
例
会
ー

　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
去
る

六
月
二
十
日
か
ら
六
月
二
十
四
日
ま

で
開
か
れ
二
十
八
議
案
を
審
議
し
ま

し
た
．

　
議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
と
し
て

は
、
市
課
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
市

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
で
す
が
、

そ
の
な
か
で
も
、
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
で
は
廃
棄

物
処
理
に
つ
い
て
の
市
民
の
協
力
義

務
を
定
め
、
廃
棄
物
を
一
般
廃
棄
物

と
多
量
の
一
般
廃
棄
物
（
一
日
平
均

ご
み
排
出
量
十
キ
。
4
以
上
）
に
区
分

し
、
多
量
の
一
般
廃
棄
物
等
に
つ
い

て
事
業
者
は
事
業
活
動
に
よ
っ
て
生

じ
た
廃
棄
物
を
自
か
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
処
理
手

数
料
を
徴
収
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▽
ご
み
　
十
キ
。
4
当
り
十
円
（
粗
大

　
ご
み
一
点
百
円
）

▽
し
尿
　
十
八
キ
。
悩
当
り
三
十
二
円

　
（
犬
、
ね
こ
の
死
体
一
個
に
つ
き

　
百
円
。
牛
、
馬
、
豚
、
そ
の
他
の

i
市
役
所
機
構
改
革
1

　
市
は
四
月
の
一
部
機
構
改
革
に
つ

づ
い
て
七
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お

り
機
構
改
革
を
実
施
。
従
来
の
庁
内

案
内
係
（
正
面
入
口
か
ら
右
手
）
に

か
わ
っ
て
、
市
民
課
に
市
民
相
談
係

（
正
面
入
口
か
ら
左
手
）
を
設
け
、

行
政
相
談
を
は
じ
め
各
種
市
民
相
談

に
応
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
都
市
開
発
課
を
廃
し
、
公
害

交
通
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
環
境

開
発
課
を
設
置
、
従
来
の
保
険
衛
生

課
を
保
健
課
と
衛
生
課
に
分
離
、
い

ま
ま
で
清
掃
課
に
あ
っ
た
衛
生
セ
ソ

市
民
椙
談
室

タ
ー
を
独
立
し
た
機
関
と
し
、
衛
生

課
に
所
管
さ
せ
、
衛
生
関
係
の
用
務

は
市
役
所
と
衛
生
セ
ン
タ
ー
い
づ
れ

で
も
用
が
足
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
建
設
課
に
補
修
係
を
設
け

道
路
の
補
修
部
門
を
強
化
し
、
い
ま

ま
で
都
市
開
発
課
で
扱
っ
て
い
た
防

災
関
係
の
仕
事
を
総
務
課
に
う
つ
し

た
ほ
か
、
広
域
事
務
組
合
事
務
局
を

新
設
す
る
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
、
行
政
の
合
理
化
、
ス
ピ
ー
ド

収入役室
会計課

匿隷□慧］市民ホー諜

環境開発課

正面入□蕎導市民潔稔

バ
ル
コ
ニ
ー

務霧

譜

酸総務課助役室

袈

応　市
接　長
室　　室

小
会
議
室

バ
ル
⊇
T

置企画財政課

室

隠口翻

農
林
課
農
業
委 員会

苗場山ろく

開発室

書
庵

商
工
水
道
課
課

計
算
タ
イ
プ
室

電
話
交
換
室

設
計
コ
書
ビ
庫
1
室

設
計
室

建設課

化
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
役
所
の
機
構
が
か
わ
っ

た
こ
と
に
と
も
な
い
課
の
配
置
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
．
　
（
別
表
参
照
）

　
環
境
開
発
課

一
、
開
発
等
に
関
す
る
こ
と

二
、
雪
害
及
び
公
害
間
題
に
関
す
る

　
こ
と

三
、
交
通
安
全
対
策
及
び
指
導
に
関

　
す
る
こ
と

　
保
　
健
　
課

一
、
国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
健
康

　
保
険
料
の
賦
課
調
定
に
関
す
る
こ

　
と

二
、
健
康
相
談
等
保
健
指
導
に
関
す

　
る
こ
と

税務課保健課

衛生課

祉
所響社

事

衛
　
生
　
課

一
、
伝
染
病
予
防
及
び
防
疫
環
境
衛

　
生
等
に
関
す
る
こ
と

二
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
、
し
尿

処
理
）
及
び
火
葬
場
等
に
関
す
る

　
こ
と

　
　
　
相
続
税
メ
モ
　
㎜

　
一
・
昌
昼
ロ
猛
ー
I
I
一
l
I
I
l
－
l
ー
ロ
ー
ロ
濫
犀
ー
1
9
1
一
I
l
I
I
』
1
腰
｝
　
闘

　
遺
産
の
総
額
が
遺
産
に
か
N
る
基

礎
控
除
額
と
遺
産
に
か
か
る
配
偶
者

控
除
額
と
の
合
計
額
を
こ
え
る
と
き

は
、
相
続
税
の
申
告
と
納
税
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
期
限

　
相
続
税
の
申
告
期
限
は
死
亡
し
た

庁内配置図

上図は2階
下図は3階

日
の
翌
日
か
ら
六
カ

月
以
内
に
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（

十
日
町
税
務
署
）

重
季
麟

　
入
札
結
果
く
六
月
九
日
V

▽
大
池
小
学
校
軽
沢
分
校
解
体
移

　
転
工
事
二
百
七
十
七
万
円
・
㈱

　
村
山
土
建

▽
原
反
り
目
線
道
路
改
良
工
事

　
（
百
四
十
七
灯
）
百
四
十
九
万

　
円
・
生
越
土
建

▽
塩
野
水
路
災
害
復
旧
工
事
（
三

　
十
七
材
）
八
十
九
万
七
千
円
・

　
生
越
土
建

▽
田
川
南
線
歩
道
新
設
工
事
（
百

　
七
十
六
層
）
二
百
五
十
二
万
円

　
　
上
越
舗
道
㈱

▽
田
麦
原
本
線
道
路
改
良
工
事

　
（
百
三
十
三
㌶
）
二
百
四
十
五

　
万
円
・
吉
村
建
設
㈱

▽
小
泉
水
路
災
害
復
旧
工
事
（
三

　
十
一
材
）
五
十
一
万
五
千
円
・

　
㈱
丸
山
工
務
所

　
く
六
月
十
三
日
V

▽
東
小
学
校
建
設
（
建
築
）
工
事

　
（
五
千
七
十
四
平
方
材
）
一
億

　
八
千
万
円
・
㈱
丸
山
工
務
所

▽
東
小
学
校
建
設
（
設
備
）
工
事

　
三
千
百
五
十
万
円
・
十
日
町
水

　
道
工
業
㈱

▽
東
小
学
校
建
設
（
電
気
）
工
事

　
千
七
百
五
十
万
円
・
大
島
電
気

　
商
会
㈱

　
〈
六
月
十
六
日
V

▽
防
火
水
槽
移
設
工
事
六
十
一
万

　
五
千
円
・
越
路
建
設
㈱

国
民
年
金
保
険
料
が

五
百
五
十
円
（
一
ヵ
月
）

に
な
り
ま
し
た

　
七
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

が
一
ヵ
月
五
百
五
十
円
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

と
お
り
昭
和
四
十
五
年
七
月
に
国

民
年
金
の
年
金
額
等
が
改
善
さ
れ

た
と
き
に
保
険
料
も
四
十
五
年
七

月
と
四
十
七
年
七
月
の
二
回
に
わ

け
て
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く

こ
と
に
し
た
た
め
で
す
。
同
時
に

こ
の
七
月
か
ら
は
諸
物
価
の
変
動

等
に
み
あ
っ
て
、
障
害
、
母
子
、
準

母
子
、
遺
児
な
ど
の
年
金
額
が
そ

れ
ぞ
れ
十
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
拠
出
制
国
民
年
金
で
は

老
令
年
金
を
含
め
た
大
幅
な
改
善

を
近
い
将
来
予
定
し
て
い
ま
す
。
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とおかまち 押α189（第3種郵便物認司）昭和47年7月15日一2一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ応　中越地区公民館研究大会にご参加を　　　 電話線増設工事にご協力を〃　　佳特ぎ募
r生涯教育における公民館の役割」と題して公　年々増加する電話の申し込みの要望に応ずるた垂作選霧

民館連合会、市教委等共催の第21回中越地区公　　　　　め、来年の夏ごろまで電話線の増設工事を行な　…　山　　根が数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…本　津入の民館研究大会が8月4日市民会館（公民館）で　　　っています・　　　　　　　　　　…　　千選た
開かれます。

当日は講師に立教大学岡本教授、板垣県社会教　，　暫　ホールを作ったり、地下に管路を布設する工事……（昭

育課主輔日＋日町帳田井南中学校長輔藤輔路を堀・たりしますの焦一部交通規畷薫醒

を予定しています。　　　　　　　　　　　　　　灘．など、ご迷惑をおかけしますがご協力をおねがi…婆i∋

市民のみなさんの多数の参加を望んでいます。　　’　　いします。（十日町電報電話局）　　　　　　　…i

なお、参加希望の方は7月25日までに市公民館　・難，　　　　　　　　　　　　　　…す五
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第20回統計グラ7全国コンクール作品募集　　…　の日は
（電話7－50幡）へお申し込みくださ㌧’・　　　財団法人全国統計協会連合会はっぎのとおり統≡で吉な検は

　市文化財調査審議会委則こ祇を委嘱　　　計グラフの全国コソクール作品を募集していま…計つの査か

市教育委員会をま去る6月｝2日市文化財調査審議臨躍続（課題は自由です）　　　講鵡をり

会委員につぎの7氏を委嘱しました．　　灘難　応募資格　　　　　　　　…嘉島馨実の
山。賢俊（新潟県民俗学会会長）　　　　第榔（小学校の児童）一児童が観察した結果≡持りを施定
中川成夫（立教大学文学部教授）　　をグラフにしたもので用紙規格72．8cπ×5L伽≡お甕茸期

竹内道雄（長岡工業高等専門学校獺）　　第2部（中学校の生徒）一既存統計の利用・生黎罫

樋熊清治（長岡市科学博物館学芸員）　　　　　1．醤　　徒が観察した結果をグラフにしたもの・用紙規≡

山内軍平（株式会社中央印刷山内商離長）…一，，格72．8c　5L5傭　　　　　…丁西目栄

滝沢栄輔（滝文工業株式会社常務取締役）　　　．　、　第3部　高校以上の学生一用紙規格IO3㎝×　…

佐野良吉（織物組合生産振興部長）　　　　　　　　　　　　　　72・8cπ

　　　　　　　　　　　　　　　　　第4部　一般一用紙規格103㎝×72．8㎝　　　　　…　樋　　　’町中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡口高本一’勤　　　愛の血液助け合い作文募集　　　　　　　　　　送付先　新潟県統計協会（県統計課内）　　　　…　町田町　’西労

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　’町四二寺青新潟県は愛の血液助け合い運動の一環として新　　・1　　締切日　昭和47年9月H日　　　　　　　　　　iii加一　・　・町少

鞭謙禦と　文を募集しま，懸市民総ぐる　　防止をi齢茜壽琴
募集作品　　　　　　　・7月2旧から8月20日は夏の交通事故防止月間≡町三’丁’ム
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締　切昭和47年8月3旧まで

　税務相談室及び行政相談のお知らせ

つぎの場所で税務相談室を開きますので税金に

対する苦情や相談のある方はお気軽るにご相談

ください。

なお、当目行政相談もあわせて実施しますので

多数おいでください。

期日昭和47年7月27日午前10時～午後3時

場所市役所市民相談室
担当者　坪田税務相談官，渡辺行政相談員

公共下水道に関するアンケート調査を実施

市は家庭下水と工場廃水をまとめて処理するた

めの公共下水道建設について計画を進めていま

すが、このほど十日町の中心地域（川治川から

田川までの鉄道の東側）を対象に公共下水道に

関するアソケート調査を実施します。

調査用紙は市政事務嘱託員を通じ家庭に配布し

ますが7月20日までに市建設課に回答を寄せて

いただくことになります。

調査内容は受益者負担金、水洗便所の利用等の

項目に分かれていますがみなさんのご協力をお

願いします．

ユーモアクラブ（会長山内正豊）　2万円

　十日町市長
き

難庭野新七
・　渡辺勝太郎

　宮信鉄工所

　村山美恵子

鱗杉本　武

1万円
1万円
1万円
1万円
1，344円

3，500円

用
計
量
器
、
農
家
の
供
米
用

か
り
、
日
通
、
国
鉄
、
郵
便

で
使
用
し
て
い
る
は
か
り
を

ず
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
織
物
工
業
協
同
組
合
加
工
部
の
処

入
日
午
前
九
時
か
ら
午
　
理
施
設
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

即
市
民
体
情
館
　
　
　
　
北
越
北
線
の
早
期
完

日
、
五
丁
目
　
高
山
地

、
七
丁
目
・
山
本
地
区
　
　
成
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
越
北
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
北
越
北
線
建
設
の
早
期
実
現
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
る
た
め
去
る
六
月
二
十
二
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
の
松
代
小
に
五
百
人
の
関
係

全
に
　
　
　
者
を
集
め
総
決
起
大
会
を
開
き
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
な
ら
び
に
関
係
当
局
に
そ
の
実
現

企
業
の
う
ち
、
八
十
七
　
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

ぞ
は
約
十
工
場
を
本
年

査
を
す
る
予
定
に
な
っ

’
o防

止
法
に
は
懲
役
罰
金

め
罰
則
が
あ
り
ま
す
の

㌧
以
上
排
出
す
る
工
場

勉
理
施
設
の
設
置
等
早

『
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ほ
汚
水
処
理
対
策
と
し

δ
建
設
を
推
進
す
る
と

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
　
　
　
総
決
起
大
会
（
松
代
小
）

…
…
＝
…
…
＝
一
…
…
…
…
…
一
≡
…
…
…
…
一
一
…
一
…
≡
…
…
一
…
…
…
≡
＝
＝
一
…
…
…

　
　
ぎ
　
　
検
健
　
　
　
、
す

　
　
つ
　
　
　
。
保
　
　
と
診

　
　
に
　
　
す
　
、
　
　
る
受

　
　
前
　
　
で
師
　
　
け
回
　
　
　
　
　
　
　
室

せ
業
。
け
医
　
受
今
　
　
　
　
　
　
議

ら
就
す
だ
の
　
を
、
。
　
　
所
館
所
会

知
し
ま
便
所
　
査
が
す
場
小
療
民
張
大

お
対
し
検
健
　
検
す
で
　
組
診
公
出
所

の
に
施
は
保
　
の
ま
く
会
下
水
島
沢
役

断
者
実
の
町
　
け
り
と
　
東
新
高
水
市

診
ぎ
を
も
日
　
だ
か
お

康
稼
断
く
十
。
れ
か
変

健
出
診
だ
、
す
こ
が
大
　
）
）
）
）
）

者
・
康
壷
で
ま
で
用
で
　
月
水
金
金
月

　
　
農
と
日
は
が
な
O
O
と

　
　
市
の
当
診
婦
あ
亀
る

▽
七
月
二
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
午
　
大
池
、
赤
倉

後
四
時
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
七
月
二
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
午

・
検
査
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
後
四
時
ま
で

　
丸
山
町
、
千
代
田
町
、
駅
通
り
、
　
　
・
検
査
場
所
　
市
民
体
育
館

旭
町
、
春
日
町
、
稲
荷
町
一
、
二
、
　
　
高
田
町
四
、
五
丁
目
、
高
山
地

三
、
四
丁
目
、
八
幡
田
町
、
島
、
江
　
区
、
本
町
六
、
七
丁
目
、
山
本
地
区

道
、
猿
倉
、
津
池
、
軽
沢
、
菅
沼
、

　
　
川
を
き
れ
い
に

　
　
　
　
　
　
廃
油
処
理
な
ど
完
全
に

　
最
近
ま
す
ま
す
川
の
水
質
が
悪
化
　
出
す
る
県
内
企
業
の
う
ち
、
八
十
七

す
る
と
と
も
に
油
に
よ
る
事
故
が
相
　
工
場
。
市
内
で
は
約
十
工
場
を
本
年

つ
ぎ
稲
作
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
　
中
に
立
入
検
査
を
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
関
係
企
業
者
の
方
　
て
お
り
ま
す
。

は
、
重
油
タ
ン
ク
等
の
管
理
、
廃
油
　
　
水
質
汚
濁
防
止
法
に
は
懲
役
罰
金

処
理
な
ど
に
十
分
注
意
を
払
う
よ
う
　
を
含
む
多
く
の
罰
則
が
あ
り
ま
す
の

お
ね
が
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
で
特
に
五
十
㌧
以
上
排
出
す
る
工
場

　
現
在
、
市
内
に
水
質
汚
濁
防
止
法
　
に
お
い
て
は
処
理
施
設
の
設
置
等
早

に
基
づ
く
届
出
施
設
は
約
百
五
十
工
　
急
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

場
に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
　
　
市
と
し
て
は
汚
水
処
理
対
策
と
し

ど
た
れ
流
し
の
状
況
に
あ
り
、
県
公
　
て
、
下
水
道
の
建
設
を
推
進
す
る
と

害
規
制
課
で
は
日
量
五
十
㌧
以
上
排
　
と
も
に
本
年
設
置
を
予
定
し
て
い
ま

…
…
…
…
…
一
…
一
…
…
…
…
一
＝
…
…
＝
…
…
旧
…
一
…
華
…
…
一
…
…
…
…
…
一
…
…
＝
…
一
…
一
一
…
…
…
…
…
一
≡
…

皿皿llllllllllll”lmlIlllmlllllml”Illlllll”ll”lll”醒llll”mlIll”lmmllllllllll”lllll”llllll”lllllmlII”1”limll”lllllIlmIllll”1直1””口llll”llllll“lllIlll田lllll㎜llll“llllllml”mlll“mlllllllmlll“llml皿mlllmm皿llllllli皿llllmml皿llllll㎜四1㎜1匪lmll”1“lli“llll“lllmllm“ll“lli田lllmlll”邑lillllmlll皿1“mlmlll㎜10mml㎜lllmm皿1

市山岳協会の4人の仲間

コルデ牙ラブランカ（ペルー〉にいどむ

十日町市山岳協会の4人の仲間が全長7，000んπ

に及ぶ世界最大のアンデス山脈のペルーアソデ

ス、コルデイラブランカ登頂にちょう戦。

去る6月25日日本を出発しました。出発に先だ

ち、市長から日章旗と市旗を手渡された山男た

ちは、登山のほかにベルーで活曜する29名の新

潟県人会の人達と親睦を深め、さらにクスコを

中心に400年にわたり栄えたイソカの遺跡と文

明文化をフィルムに収め、十日町織物の参考に

したいと抱負を語りました。

登山メンバー

隊長　滝沢　信一（本町二）　　34才

隊員　小宮山市衛（四日町新田）27才

　”　金子　武司（四目町第一）25才

　”　根津　竹夫（昭和町四）　22才

　7月4日チソチエイ登山（20日間）一7月25

　日チソチエイ、チコ試登（16目間）一8月20

　日イソカ遺蹟見学一8月20帰国（全日程57日

間）経費総額3，765，000円

学校林コンテスト上位入賞

　　　　　　　一水沢中学校学校林一

水沢中学校は去る6月29日、当間山にあ

る学校林の下刈りを行ないました。当日

は生徒全員が参加、額に汗をうかべなが

らがんばりました。

この学校林は、生徒の教育効果と学校整

備資金の獲得のため、昭祁30年に国から

60年契約で面積約14ヘクタールの土地を

借りたもので、生徒職員父兄が一丸とな

って昭和36年までに杉苗約47，000本植

え、以後毎年手入れを行なっています．

最近は樹高も数メートルのものがほとん

どで、県下の学校林コンテストでも常に

上位入賞をしています。
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